
「「平平成成 1199 年年度度  港港湾湾空空港港技技術術講講演演会会をを開開催催ししままししたた」」  

平成１９年度 港湾空港技術講演会が去る 10 月 10 日（金）、国総研及び独立行政法人港湾空

港技術研究所（港空研）との共催により発明会館ホールにて開催され、今年は昨年の約２７０名を

上回る、約３００名の来場がありました。「港湾空港技術講演会」は、国総研及び港空研における

研究を、広く一般の方々に知っていただくことを目的に平成１３年から開催されており、今年で７回

目となります。今年は特別講演として東京理科大学理学部教授 和達 三樹先生をお招きして

「非線形科学の発展」と題し講演をいただきました。国総研から２名、港空研から３名の研究者が

発表を行い、各研究者の講演に対し活発な質疑応答が行われ、夕刻盛況のうちに閉会となりまし

た。 

     
両研究所を代表し独立行政法人港湾空港技術         当日は午前中から多くの方々にご参加いただけ 

研究所理事長 金澤 寛 より開会のご挨拶。          ました。 

※本年の演題及び講演者  

「特別講演： 非線形科学の発展」 東京理科大学理学部教授  和達 三樹   

非線形問題は多種多様であり、個々独立なものとして研究されてきた。その中から、いくつ

かの普遍的な概念や解析手法が生まれた。一方、視点を高くして見れば、人口問題、脳・神

経系、経済学、社会学など色々な『複雑系』が研究対象となる。構成要素とその相互作用の

規則は簡単であっても、予想できない多彩な現象が生じるのである。 

         

「特別講演： 非線形科学の発展」 東京理科大学理学部教授  和達 三樹先生                     



 

「技術基準の改正による維持管理計画書の作成について」 

 国土技術政策総合研究所  港湾研究部長 高橋 宏直 

     港湾の施設の技術上の基準を定める省令の改正（2007.4）にともない，技術基準対象施  

設は供用期間中の要求性能を満足するように維持管理計画書等に 基づき適切に維持され

ることとなった。この維持管理計画書作成の基本的な考え方，「維持管理計画書」の基本構

成等について示す。 

 

「港湾における大規模津波への対応」 

 国土技術政策総合研究所  沿岸海洋研究部 主任研究官 岡本 修 

戦後の高度成長期に港湾整備が進展し、過去に津波被害を受けた頃とは港湾の姿自体

に大きな変化が見られている。近いうちに来襲すると予測されている大規模津波の際には、

これまで起こらなかった被害が起こることが懸念されている。このため、港湾において新たな

被害想定と対策が求められている。 

 

「技術基準の改正による維持管理計画書の作成について」        「港湾における大規模津波への対応」 

国土技術政策総合研究所 港湾研究部              国土技術政策総合研究所 沿岸海洋研究部     

髙橋 宏直 港湾研究部長                         岡本 修 主任研究官                   

 

「津波力に関する研究」 

 （独）港湾空港技術研究所 津波防災研究センター 主任研究官 有川 太郎 

   2004 年インド洋大津波の被害により，引き波被害だけでなく，遡上津波力の破壊力のすさま  

じさを改めて目の当たりにし，津波力に関する研究が活発化した。そのため，本発表では，津波 

力について，これまでの知見，および実験を用いた津波力に関する破壊形態に関する最新の

情報，ならびに数値計算手法について報告する。 

 

 「生態地盤学の創成と土砂性能照査型干潟再生指針の開発」 

 （独）港湾空港技術研究所 地盤・構造部 主任研究官 佐々 真志 



   豊かな生物相を育む干潟の再生には、水環境のみでなく底生生物が住む地盤表層の土砂 

 環境の理解が欠かせない。本講演では、干潟土砂環境の動態やカニ・二枚貝の活動と土砂物 

 理環境の関わりについての最新の知見を紹介し、良好な生物の住活動を実現するために必要 

 な土砂の性能とその評価・設計・管理の指針について述べる。 

 

  「水中音響レンズを用いた映像取得装置の開発」 

 （独）港湾空港技術研究所  施工・制御技術部 情報化技術研究室  

研究官 松本 さゆり 

   水中テロ対策や水中施工時の安全対策として、濁水中や夜間でも水中をリアルタイムに視 

認可能な音響映像の取得装置を開発中である。この装置は対象物からの反射音波を効率的 

に集音する水中音響レンズを装備する。現在までの装置開発の経過ならびに水中音響レンズ 

に関する検討を報告する。 

 

最後にご多忙な中にもかかわらず聴講いただきました皆様をはじめ、本講演会の開催にあたり

ご尽力いただきました関係各位にこの場を借りてお礼申し上げます。（企画調整課） 

     

     各研究者の講演に対し活発な質疑応答が行われ   両研究所を代表し 国土技術政策総合研究所                

ました。                             管理調整部長 宮地 豊 より閉会のご挨拶。              

                                       

 
           
   
 
 
 
 


